
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年7月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2024年7月31日～2025年8月29日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202508_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 3,075.18 ▲0.83% 5.73% 14.66% 14.19%

日経平均株価 11.35%42,718.47

企業業績については、日米関税交渉の合意を受けて生産・投資活動が好転するとみられることか
ら、改善に向かうとみています。
国内株式相場は、日米関税交渉が合意に達したことが、これまで懸念されていた輸出関連銘柄の
株価動向に対してプラスとみられることに加え、海外投資家からの資金流入や自社株買いも支援
材料となり、短期的な見直し買いの動きが続くとみています。ただし、米国景気の減速には留意
する必要があるとみています。参議院選挙を通過し、景気・物価対策が強化されると見込まれる
中、当面はその内容と与野党協議のスピード感が注目されます。

国内株式相場は短期的な見直し買いが入りやすい

（期間：2024年7月31日～2025年8月29日）

情報提供資料
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日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2025年8月25日～8月29日）

投資環境見通し（2025年8月）

先週の国内株式市場は、前週末比でTOPIXは下落した一方、日経平均株価は上昇しました。
週初は、先週末に行われたパウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長の講演内容を受けて
利下げ期待が高まり、株価は上昇しました。しかしその後、円高・米ドル安の進行やFRBの
独立性に対する懸念が広がり、株価は下落に転じました。週後半には、米大手半導体関連企
業の決算を受けて、半導体関連銘柄は底堅く推移しましたが、週末にかけては持ち高調整の
売りが優勢となり、上値が重くなりました。

MYAM Market Information
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